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中医学の継承

平馬医院　平馬直樹

本学会の目的とするところは，中医学を正しく継承し，その発展と普及をはかり，
現代の医療に貢献することである。本講演では，中医学をどのように継承するかと
いうことを論じる。
中医学の特徴は，古代哲学思想を基礎とする独自の身体観，病理認識を備え，こ

れにもとづく弁証論治という診断治療システムによって医療を行うことにある。そ
の理論体系は比較的整っており，湯液，鍼灸，養生など治療手段が豊富で，効果も
優秀である。それらが長期間にわたって継承され，発展してきた姿が現代の中医学
である。私たちは，常に中医学の原点を大切にしながら，現代の医療への応用を模
索したい。
その原点は，『黄帝内経』『傷寒論』『神農本草』など中医学のレファレンスとも

いうべき古典医書にある。古典の研究は大切であるが，古い医書は伝承の過程で，
書き換えや誤記が起こっている。古典医書は語句にこだわり金科玉条とすべきでは
なく，身体や病理現象を見る視野と感覚を提示してくれるものとして学習したい。
『傷寒論』を筆頭とする夥しい方書には，現代の医療に役立つ名方剤が遺されて
いる。それらを活用するためには先達の経験が貴重な手引きとなる。
医学理論や臨床応用の歴史的発展を系統的に研究する教科が「各家学説」である。

各家学説をガイドとして，各時代の名医たちの具体的な臨床例，「医案」を学ぶこと
が，歴史遺産の継承と応用の基礎となる。
また，伝統医学を受け継ぎ，実践してきた先輩（老中医や漢方の名医）から学ぶ

ことは，書物で学ぶよりも遙かに効率よく具体的な臨床対応力を身につけることに
役立つ。日本の中医学がこの30年来発展してきたのは，中国の名老中医の熱心な
指導と交流の賜であった。現代でも世界各地との交流は，大きな啓発を得られる貴
重な経験となるはずである。
さて，このように継承する，医学と医療技術の臨床効果の検証には，現代科学，

現代医学の目も借りて評価すべきであろう。現代医療に適合し，要求される役割を
見つけて応用，発展をはかるべきであろう。地域や民族によって気候風土の違いや
体質，食生活の違いがあり，伝統医学は，その差違を大切に考える。しかしながら，
医学の根幹は，世界中で通用する普遍的なものであるべきだ。私たちが継承し，検
証したものは，世界各地の中医学との交流を通じて普遍化される。この見地からも，
本学会は海外との医学交流を推進しながら進歩をはかりたい。
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はじめに

中医学の本質と特徴
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何を継承すべきか

古典医書の学び方
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表１　宋朝校正医書局（1057年以降）の出版事業

各家学説

老中医から学ぶこと

朱仁康老中医から学んだこと
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広安門医院の老師と北京で再会（2007 年）
左より　薛伯寿（内科）、路志正（内科）、

張作舟（皮膚科）の各老師

焦樹徳老師（中日友好医院）
～東洋学術出版社提供

日中傷寒論シンポジウム（南陽：1981 年）
矢数道明団長と任応秋師を中心に

～小曽戸洋氏提供

国際経方学術会議（北京：2011 年）
日本中医学会訪中団
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日本の中医学の恩人たち

今後の日中医学交流
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プロフィール

現職

● 略歴

著書


